
毛多 りlI」雪計一天神尾根から往復
一 90//1/15(El)ガ ス後小雨

"家

ネ己:感・予、[「l rll健

/1月 は、日曜「 1毎雨がr拳
つてぃ′)て  15日 も人気予報は、余りよくなかつたが、雪や山

lit春の本ぎ、ゲレンデでも、と考えてでかけた .

幸運な事に7時半に天神平を、出発した時には、ガスが濃かつた |う と、由は落ちてこな

か ,́た .ス キ ーを持った人、ビッケ′しとアイゼンの 人́、共に非常に多い(西」R沢、口1サテl沢

は、1:力り
｀
なく、流れがlllて いて沼るのには不適で ,ヤ)る 。

手塚さんは、スキ を引つぱ・ )て 、「 1中は、 1 6 5 0MIIま
でシーノじで

｀
登るで他の へ達

は、り
rッ
クに取 l・lて いス)( スキ を引っ張そ)のは、 ・般的でないのだろうか・サラメだつ

た雪が、 L部に行くにつれ、やや躍くなっていた。 2時間半ちょっとで項_Lに着く4調了

が良ければ、芝倉沢を下りようなどと話をしていたが、ガス́がひどくとり止めた。先に行

くパーヽテ ィもあス).

スキ を |ヽ ll‐ )ケ ノしンの指導標を確認して、避難小屋を見に行く`水でビショビショだが
、,「 |まオtそ うだ.:ド Iぐに 卜る( 赤補jl寸 きの11が 立

`〉

てはいス)が 、 カスが濃い( I打 rfの i原
':i部にノ、るオ)|す

‐
にはいかず、 フォ  ルラインに少し Iこ り、 尾根′＼トラバースt.、 少し ](り 、

トラバ スヒ́た(やや不満であZ)(やはり、エッジで雪を削る音、滑そ)気分はこの上ない。
今って来る人達が多い.1600Mま で下り、ひとやすねして、時間もL7いのと、ガスが
りlれそうなので、1900Mま で再度登イ)こ とにしたて
1時措1で登り、再び下そ)。 しかし、ガスははれず、視界はないて先に下りたので、力‖減

が分かり少しは、思い切って下りられたてガスが切れたのは、標高が低くなつたせいだっ

たのであス)( 1口む「1ほ どでスキ
ー場につく( スキ 場に若くと、日iが降り出したて

Jく上では、桜が li夕)咲 きくらいで、上牧辺りでは、満開になそ)`今年 2度 日の桜を楽し

んだ`天気のわりには、楽しめたスキ であった。
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